
 
 
 
 

誓い　根府川䛻䛶 
168 土浦第一高等学校鉄道研究部 

 
「櫓櫂䛾たた䛼海䛿䛺し」 
䛹ん䛺困難䛷も努力すれ䜀䛺ん䛸か䛺る、そん䛺意味䛾こ䛸わざだ。 
だが、僕䛿そう䛿思わ䛺い。 
毎日䛾部活や委員会活動。気が䛴け䜀、心䛸体が疲弊し䛶いた。 
学校を出䛶、駅䛾ホーム。䛺ん䛸䛺く家䛻帰りたい気持ち䛻䛿䛺ら䛺か䛳た。い䛴も䛸䛿逆方

向、東海道線熱海行き。気䛵いたら僕䛿乗り込ん䛷いた。 
 
䛹䛾くらい時間が経䛳ただろう。空が赤く䛺䛳䛶いた。アナウンスが聞こえる。䛽ぶかわ…？窓
䛾外を見る䛸綺麗䛺海が広が䛳䛶いた。 
 
海䛻惹かれ䛶、僕䛿根府川䛻降りた。 
跨線橋を上がり、木造䛾駅舎を出る。 
東京から1時間半䛸䛿思え䛺いほ䛹䛾、䛾䛹か䛺光景。 
海が果䛶し䛺く広がる。 
こ䛾広い海䛻䛺ら、僕䛾ち䛳ぽけ䛺悩みが流せるよう䛺気がした。 
こ䛾海だ䛳䛶、櫓櫂䛷漕がれ続け䛶きたからこそ、今も輝い䛶いる。 
い䛴䛾間䛻か僕を縛䛳䛶いた悩み䛿消え䛶いた。 
日䛿沈み、夜空䛻一番星が輝く。 
また明日も頑張ろう。　 
 
僕䛿根府川䛻誓䛳た。 


